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障害者が地域で安心して自立した生活を送るために、第 の分 ごとの施
策展開に加え、障害者一人ひとりの フステージに じた支援を っていく
ことが です。

このため、「 期 に 」、「 齢期 に
」、「３ 年期 に 」、「４ 高齢期 上 」の４

つの フステージを 定し、それぞれの年代で とされる支援を 的・
重点的に り んでいきます。

また、「 期から 齢期」、「 齢期から 年期」、「 年期から高齢期」
フステージの はざま では、教育や生活環境の 化や ー ス・制度の

化があることから、こうした フステージの 間の時期についても支援し
ていきます。

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
上 

 

 

の 間 

第１節 の考え方
 

 
の 間 

 
の 間 
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1．ライフステージの設定
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 め  
 

それぞれの年代で のような支援が められているかを分 するため、市
の障害者に して実施したア ート 本 ージ から、市の施策の
度と の を 計し、 フステージ に分 しました。

体的には、第 次所沢市障害者支援計画に掲 した 目の障害者施策
について、 度と を で していただき、 度と のそ
れぞれの平 を 点として、４つの リアに分 しました。

が高いが、 度が い

は いが、 度も い

３ が高く、 度も高い

４ が く、 度が高い

各 フステージ の を える分 について、 リアや
リアの施策を中心に重点的に り んでいく があると考えられます。

  

障害者全  

障害理解促進

福祉活動

差別解消

相談支援

在宅サービス

通所サービス

外出支援

スポレク

早期発見

健康維持 医療支援

保育教育

就労支援

情報提供

まちづくり

防災防犯

自立生活支援

要性

リア

リア

現状 リア

リア
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2．求められている支援の考え方
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の の  

に０ の までの を とした 期は、人 的基
を 成する重 な時期であるため、この時期の支援が本人の に大きく
することになります。

また、 者については、子 もの障害の が しい、育 に関する
があるといった、様々な を えています。

このため、この時期には、本人に してはもちろん、 者も含めた
体に し支援を う があります。

 
 

期で 度の高い施策は、「障害 のための 育・教育の促進」、「わか
りやすい の提 」、「障害者 の理解を める活 の推進」の か、「障害の
期発見や の促進」「 の や の 」、「障害者 の相談支援の
実」、「通所 の施 ー スの 実」 となっています。

 

 

第 節 の
 

期  

障害理解促進

福祉活動

差別解消 相談支援

在宅サービス

通所サービス

外出支援

スポレク

早期発見

健康維持

医療支援

保育教育
就労支援

情報提供

まちづくり

防災防犯

自立生活支援

要性

リア

リア

現状 リア

リア

第 2 節　ライフステージごとの支援

74

1．乳幼児期（０歳〜６歳）の支援



 

 
 

 

 的な   

障害を 期に発⾒し、支援を開 するため、 な の提 や
の機会の提 を います。 

また、障害 と 者が安心して暮らせるよう、 者支援の 実や相談支
援の 切な実施 に り ます。 

 

な   

 
期からの 理の 上や 指 、
、 相談 を通じて、 子を支援し、

の な発育・発 を ります。 

 

所沢市こ も支援 ー 発 支援 において、
発 障害に関する相談支援や通所支援を います。ま
た、 を生かした 支援や 発活 の地域支
援に り ます。 

の  
育 での 合 育を通じて、障害 の成 ・発

を促すことで、 を する 育を 実します。 
 

 
 

ు৾عೡभभ੍ର 
 

期から 齢期に すると、一 の い時間を の の
所で ごすことになります。 

そこで、環境の 化によって支援が 切れることのないよう、 たに関わる
こととなる の関係者とこれまで支援に関わってきた福祉 の関係者をつな

、協力して支援を うための 体制の 築を ります。 
 
 

な   
の

の  
期からの一 した相談支援を うために、

育 ・ の関係機関との 化を ります。 

の  
障害 の 切な通所 ー スの に けて、 ア

マ ジ トにより、きめ かく 的に支援するた
め、障害 支援 計画の 成 を進めます。 
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乳幼児期〜学齢期の狭間の支援
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の の  

に の 生から高 生までの障害 を とした 齢期は、
団生活 を通じて や を身に け、 の社会的自立に けて人 を
成していく、 びと成 の時期です。

このため、障害 や 者の ー や に じた 切な教育の実施や地域
での活 の 実 、社会 加をするための が大切となります。

また、本人の成 に い生じる 者の を解 するため、 支援も
して う があります。

 
 

齢期で 度の高い施策は、「障害 のための 育・教育の促進」、「障害者
の く 所の 」、「わかりやすい の提 」の か、「障害者の自立生活を
支える ー スや施 の 点づくりの推進」、「障害者 の理解を める活 の
推進」、「通所 の施 ー スの 実」、「障害者 の相談支援の 実」 とな
っています。

学 期  

障害理解促進

福祉活動

差別解消

相談支援

在宅サービス

通所サービス

外出支援

スポレク

早期発見

健康維持

医療支援

保育教育

就労支援

情報提供

まちづくり

防災防犯

自立生活支援

要性

リア

リア

現状 リア

リア
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2．学齢期（７歳〜１７歳）の支援



 

 
 

 

 的な   

本人が社会に ていく をするために、教育や進 の心 事に関する相
談支援を うとともに、 期から き き 者も含めた 合的な支援を

います。 

障害 の成 に い 様化する を 重し、障害の 度や に じた教
育や育ちの の を っていきます。 

な   

の の 
 

発 や成 に心 のある子 もに関する相談に
じます。また、相談 に じた各種相談機関や身近
な地域で相談支援を う相談支援事業所の につ
いて、様々な機会を通じて進めていきます。 

の
 

面や生活面 、子 もの をつ さに⾒ る
とともに、本人や 者と教育相談をしたり、支援者
間で ース会議を開 したり、 に じて 相談
や関係機関につなげるな 、 切な支援に努めます。 

の  
後 で障害 を け れるための体

制の に努めます。 
 
 
 
 

 

৾ೡعஒၥফभभ੍ର 
 

年期において、 生活から地域生活に していくに い、本人の自
立という点をより重 していく があります。 

このため、本人の意 を き すために 切な相談支援を っていくととも
に、意 定に関する支援を っていきます。 

な   

計画 の  
障害者にとって とされる 切な アマ ジ
トを実施するため、 ー ス 計画の 成を進

めます。 

 
障害者本人の意 を 重して支援を うために、

の ド に った について を進める
とともに、 発を ります。 
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学齢期〜⻘壮年期の狭間の支援
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の の  

に を とした 年期は、社会的・ 的な自立を目指し、
く社会と関わりながら自 実現に けて人生を んでいく時期です。

この時期には、 の事 や によって障害者となる人や社会に てから
障害に づく人がいます。 、障害と き合うという になったとき、今
までの生活との や障害の について 人も少なくありません。

このため、障害者が自立した地域生活を送るために 、 、 活
の様々な 面で、障害 に じた支援が重 になります。

 
 

年期で 度の高い施策は、「障害者の く 所の 」、「わかりやすい
の提 」の か、「障害者の自立生活を支える ー スや施 の 点づくり

の推進」、「 害 策や の体制づくりの推進」、「誰もが しやすい
まちづくりの推進」、「障害者 の相談支援の 実」となっています。

 

期  

障害理解促進

福祉活動 差別解消

相談支援

在宅サービス

通所サービス

外出支援
スポレク

早期発見

健康維持 医療支援

保育教育

就労支援

情報提供

まちづくり

防災防犯

自立生活支援

要性

リア

リア

現状 リア

リア
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3．⻘壮年期（１８歳〜６４歳）の支援



 

 
 

 

 的な   

地域において自立した生活を送るために な 環境の や生活 に関
する を解 するための 合的な相談支援体制を します。 

の 中活 や地域における ベ ト 、社会 加を通じて、自 実現
のための機会の提 に り ます。 

 

な   

 

障害者やその からの様々な相談に じ、 切な
言や障害福祉 ー スの 支援 を う相談支

援事業所を 置します。また、所沢市基 相談支援
ーを中心に市 の相談支援体制の を りま

す。 

 
が な障害者の 業 力の 上、 業とのマ

チ から 後の定 支援まで一 して い、障
害者 を 合的に支援します。 

の  
地域の中で自立した生活を する障害者の

の として、また地域における生活の 点としての
ルー ー の を ります。 

 
 

ஒၥফعৈೡभभ੍ର 
 

高齢期に し、 的な支援が障害福祉 ー スから ー スに代
わることにより本人に 合が生じないよう、分 間における 共 や
に じて共 で支援を うことのできる体制の に り ます。 

 
 

な   

 
の の  

障害福祉 ー スと ー スの
を重 して する障害者に して、 に じて各分

の 当者が して します。また、所沢市自立
支援協議会 を通じて分 間の 共 に努めます。 
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⻘壮年期〜高齢期の狭間の支援
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の の  

上を とした高齢期は、障害の に関わらず心や身体に 化が現
れる時期です。

このため、 たに生じた に して 切に するために相談支援の 実
が重 になってきます。

また、障害者が高齢者になることと 様に、 者である が高齢者にな
るという が く見られます。

このため、障害者本人 の支援はもとより、 者である の を
るために、相談支援な の支援体制が重 になってきます。

 
 

高齢期で 度の高い施策は、「わかりやすい の提 」、「障害者の自立生
活を支える ー スや施 の 点づくりの推進」、「障害者 の理解を める活
の推進」の か、「 害 策や な の体制づくりの推進」、「障害者

の相談支援の 実」となっています。

 

期  

障害理解促進

福祉活動

差別解消

相談支援

在宅サービス

通所サービス

外出支援

スポレク

早期発見

健康維持

医療支援

保育教育

就労支援

情報提供

まちづくり

防災防犯

自立生活支援

要性

リア

リア

現状 リア

リア
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4．高齢期（６５歳以上）の支援



 

 
 

 的な   

地域における自立した生活を な り して送るために、体 や環境の
化から生じる様々な に して できる相談体制を するとともに、

安心・安 に暮らすための 時 の えの 実を ります。 

また、地域で生きがいをもって生活できるよう、地域 や社会 加のため
の機会の提 を います。 

 

な   

的な  
 

所沢市こ もと福祉の の福祉の相談 に
おいて、生活 、成年後⾒ 生活 に関する 種

様な相談に します。 

の  

害時に障害者や高齢者 の 者の安 認
が地域の中で に われるための体制 を、自
会・ 会 地域の協力を ながら進めます。 

 
 
 

 の の   

上の障害者については、 ー スにより支援をしていくこと
になります。しかし、 に障害福祉 ー スを していた障害者
については、 ー ス の が本人の 合とならないよう、障害
福祉 ー スを することができます。 
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